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現代現代人が人が抱えている抱えている運動運動課題課題
　現代人は運動に関わる次のような課題を抱えていますが、総合型地域スポーツク
ラブに参加することで改善することが期待できます。
①運動量の激減
　現代の生活は合理的で便利になっていますが、日常生活における身体活動（運動）
量は激減し、運動不足に陥っています。「メタボリックシンドローム」の増加や精神
的ストレスの増大など、心身の不調を訴える人が増えています。
②子どもの運動機会の減少
　スポーツに必要な「跳ぶ」「はねる」「つかむ」「投げる」「歩く」「走る」などの基
本動作は36種類あり、運動や遊びの中から得られます。これらの基本動作の習得は
幼児期から7歳ごろまでの脳の神経系の発育・発達と密接に関係があり、運動や遊び
の減少は「跳ぶ」「はねる」「つかむ」「投げる」などの基本動作の習得を妨げています。
※人間は80を超える基礎的運動パターン（姿勢制御運動・移動運動・操作運動）を
持ちますが、6歳から7歳ごろまでに運動や遊びの中ですべての基礎的運動パター
ンを習得することが明らかになっています。この時期の運動発達にとって重要なの
は、経験する運動の多様性です。同じ動きを繰り返すよりも、いろいろな変化をつ
けた動きを経験すると効果は高くなります。この経験の重要性は運動発達だけでな
く、知覚や知的な発達にも指摘されている共通の原則です。幼児期には一つの種目
ではなく、いろいろな種目を経験することが大切です。

保健師保健師のの任期付職員任期付職員を募集を募集
　育児休業を取得する職員の代替として

勤務する職員を募集します。任期はおお

むね１年です。

受付期間　～ 3月23日㈪

採用時期　平成21年4月以降

対象　保健師資格を有する者　2人

勤務地　保健福祉センター

勤務条件　給与、勤務時間、休暇、服務

などは正規の職員と同様

選考方法　書類審査および個別面接

※詳細は募集要項（市ホームページ、総

務課人事班にあります）をご覧ください。

■申・■問　総務課人事班　内線3314へ

子ども子どもからから大人大人までまで楽しく楽しくスポーツスポーツしましょうしましょう

カヤブラムカヤブラム自然自然動物動物公園公園ををみんなでみんなで訪問訪問

　2月7日から9日に発生したオーストラ
リア森林火災は、キャンパスピ市の南
からメルボルン市の北に位置する町々
へ拡大しましたが、キャンパスピ市の
火災被害は3月2日現在、全くありません。

新しい体験を新しい体験をしてみませんかしてみませんか

マレーマレー川に川に浮かぶ浮かぶ外輪外輪船船

第12回第12回
オーストラリアオーストラリア
市民交流ツアー市民交流ツアー
　　　　参加者募集参加者募集

　市が平成10年にオーストラリア・キャンパスピ市と友好都市を締結し、満10年。昨年10月にはキャン
パスピ市長をはじめ代表団が白井市を訪れ、友好都市締結10周年を祝いました。
　市では平成4年から毎年中学生の青少年交流を実施するとともに、一般市民の相互交流も盛んに行っ
ています。平成8年から市と白井国際交流協会で実施している「オーストラリア市民交流ツアー」で両
市民の友好関係は着実に深まっています。皆さんもこのツアーに参加し、オーストラリアの大自然に触
れ、キャンパスピの人たちとの感動的な出会いとホームステイなど新しい体験にぜひ挑戦してください。
旅行期間　5月21日㈭～ 26日㈫　6日間
対象　市内在住・在勤満18歳以上　20人（申し込み順）
旅行代金　99,000円（参加者が15人以上の場合）
※空港税、ビザ取得手数料および燃料サーチャージ約20,000円（平成21
年1月末現在）が別途掛かります。
目玉ポイント　○キャンパスピ市民との交流パーティーおよびホームス
テイ　○マレー川を外輪船に乗り、キャンパスピ市民と歓談しながらク
ルーズ　○ヤラ・バレーのワイナリーを探訪　○メルボルンからベン
ディゴまでの鉄道体験　○ベンディゴ金鉱跡の地下100㍍坑道ツアー
※オーストラリア市民交流ツアー後、日程を延長してシドニー、ゴール
ドコースト、ケアンズ、エアーズロック、タスマニアなど
に行くことも可能です。希望に沿って手配をします（別料金）。
■申・■問　4月17日㈮（必着）までにファクス、Eメールまた
ははがきに住所・氏名・年齢・職業・電話番号を記入の上、
〒270－1432、白井市冨士1－32　白井国際交流協会事務局
☎（445）3345・℻  （446）0963・  ifas@cup.ocn.ne.jpへ



狂犬病集合予防注射日程

日時 場所

4月12日㈰   9：30 ～ 11：30 市役所
13：00 ～ 14：30 冨士ひろば

4月13日㈪

  9：10 ～   9：50 清水口児童公園
10：05 ～ 10：45 中木戸公園（大山口）
11：00 ～ 11：40 富塚公園（西白井）
13：00 ～ 13：30 中集会所
13：45 ～ 14：05 小名内稲荷神社
14：20 ～ 14：35 名内粟島神社

4月14日㈫

  9：00 ～  9：50 中央公民館
10:10 ～ 10：40 神々廻公民館
11：00 ～ 11：30 十余一公民館
13：00 ～ 13：35 中木戸集会所
13：50 ～ 14：20 西輪寺

4月15日㈬

  9：15 ～  9：50 延命寺
10：10 ～ 10：40 柳堤公園（桜台3丁目）
11：00 ～ 11：30 谷清子どもの遊び場
13：00 ～ 13：40 大松児童公園
13：55 ～ 14：25 冨士自治会集会所

4月16日㈭

  9：10 ～  9：55 池の上第二児童公園
10：05 ～ 10：45 北ノ下児童公園(南山2丁目)
11：00 ～ 11：45 市役所
13：00 ～ 13：50 野口台児童公園
14：05 ～ 14：35 来迎寺

4月18日㈯
（予備日）

  9：15 ～  9：45 公民センター
10：05 ～ 10：50 白井運動公園駐車場
12：20 ～ 13：05 冨士ひろば
13：20 ～ 14：20 市役所
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　ちびっこ駅長撮影会や沿線市村の物産展な
ど、楽しいイベントがいっぱいです。
日時　28日㈯　午前10時～午後3時（雨天決行）
場所　千葉ニュータウン中央駅・駅前自由通
路ほか
内容　鉄道音楽隊ブラスバンド演奏、プロ歌
手によるミニライブ、　豪華賞品ビンゴゲー
ム大会、沿線物産展、鉄道グッズ即売会ほか

■問　市企画政策課企画政策班　内線3352・3、
北総鉄道㈱企画室☎（445）1902

昨年のほくそう春まつりに参加するなし坊昨年のほくそう春まつりに参加するなし坊

　千葉ニュータウンと都心を結ぶ北総線は、ＪＲやほかの私鉄と比べて運賃が高額なため、
沿線住民から運賃値下げの要望が市に寄せられています。
　北総線沿線自治体として共通の課題を持つ白井市・印西市・印旛村・本埜村は「北総線運
賃問題対策協議会」を設立し、高運賃是正のためにさまざまな活動を行っています。
　詳しい活動内容などは協議会ホームページ、市情報公開コーナーにあります。
■問　企画政策課企画政策班　内線3252・3、北総線運賃問題対策協議会  http://www.
hokusosen-unchin-taisaku.com/

　市では子育て支援の一環として、平成17年度から21年度までの5カ年を助成期間として市
に住民登録をしている高校生以上22歳以下の学生を対象に通学定期券の購入代金の一部を助
成しています。
　平成21年度は昭和62年4月2日～平成6年4月1日生まれの人が対象です。
【割引通学定期券購入に必要なもの】
●通学証明書（学生証など通学区間が記載されているもの）
●住所証明書（市が1カ月以内に発行したもの）
※住所証明書は市民課および各センターにて無料で発行します。
　外国人の場合は住所証明書の代わりに外国人登録証明書の写しが必要です。
発売駅　千葉ニュータウン中央駅、新鎌ケ谷駅の定期券発売所（２駅以外では購入できません）
割引内容　北総鉄道㈱の通学定期券の割引率は普通運賃の60㌫ですが、割引率を70㌫に引き
上げ、その差額分を市が負担します（購入額は通常の通学定期の25㌫割り引きとなります）

割引通学定期乗車券の一例

利用区間 定期月数 通学定期
乗車券

割引通学
定期乗車券 差額

白井～新鎌ケ谷
1カ月 8,880円 6,660円 2,220円
3カ月 25,310円 18,990円 6,320円
6カ月 47,960円 35,970円 11,990円

白井～京成高砂
1カ月 16,420円 12,320円 4,100円
3カ月 46,800円 35,100円 11,700円
6カ月 88,670円 66,510円 22,160円

運 賃 是 正 に 向 け て運 賃 是 正 に 向 け て

北 総 線 通 学 定 期 助 成北 総 線 通 学 定 期 助 成

【そのほかの注意事項】　
●本助成制度は平成21年度で終了予定です（平成22年3月31日を越える割引通学定期は購入で
きません）
●割引通学定期券の適用は北総線区間分のみです
●割引定期券の払い戻しは購入駅のみの取り扱いとなります
●新たに高校へ入学する人は4月から割引通学定期券を購入できます
■問　企画政策課企画政策班　内線3352・3

～北総～北総鉄道開鉄道開業業 30 周年記念～30 周年記念～

ほくそう春まつりほくそう春まつり

井戸水の水質検査受付日

4月 7日㈫・21日㈫ 10月 6日㈫・20日㈫

5月 7日㈭・19日㈫ 11月 4日㈬・17日㈫

6月 2日㈫・16日㈫ 12月 1日㈫・15日㈫

7月 7日㈫・21日㈫ 1月 5日㈫・19日㈫

8月 4日㈫・18日㈫ 2月 2日㈫・16日㈫

9月 1日㈫・15日㈫ 3月 2日㈫・16日㈫

愛犬の予防注射を忘れずに愛犬の予防注射を忘れずに
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行
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受
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。
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募金目標金額に達しました募金目標金額に達しました
～さくちゃん治療に向けてアメリカへ～～さくちゃん治療に向けてアメリカへ～

　拡張型心筋症と診断された市内在住の高橋
さくらちゃん（1歳0カ月）が、アメリカで心
臓の移植手術を受けるため「さくちゃんを救
う会」が募金活動を展開してきました。
　募金総額が2月25日現在で目標金額の1億
1,700万円に達し、さくちゃんは3月9日に治療
のためにアメリカへ渡航しました。「さくちゃ
んを救う会」は今後も支援活動を続けていき
ますが、募金活動については終了します。
　ご協力ありがとうございました。
■問　さくちゃんを救う会☎（492）9039・
  http://www.saku-chan.jp/index.html（電話

は午前10時～午後4時）
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せ
ん
。
左
表
の
場
所
で
予
防

注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
場
所
の

指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

期
間
中
に
「
大
雨
・
洪
水
警
報
」

が
印
旛
地
域
に
発
令
さ
れ
た
場
合
は

発
令
時
以
降
の
予
定
は
中
止
し
、
予

備
日
に
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

　

天
気
な
ど
で
迷
っ
た
場
合
は
事
前

に
環
境
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

【
登
録
済
み
の
犬
】

持
ち
物　

集
合
注
射
の
通
知
は
が
き

（
後
日
郵
送
し
ま
す
）、
タ
オ
ル

手
数
料　

3
、
3
5
0
円
（
注
射
代
、

注
射
済
票
交
付
手
数
料
）

※
通
知
は
が
き
裏
面
の
問
診
票
を
事

前
に
記
入
し
、
内
容
に
誤
り
が
あ
る

場
合
は
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

【
新
規
登
録
の
犬
】

持
ち
物　

登
録
申
請
書
（
予
防
注
射

場
所
に
あ
り
ま
す
）、
タ
オ
ル

登
録
手
数
料　

6
、
3
5
0
円

【
そ
の
ほ
か
】

　

今
回
の
集
合
予
防
注
射
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
は
必
ず
動
物
病
院
で
個

別
に
注
射
を
受
け
た
後
、
市
環
境
課

で
注
射
済
票
の
交
付
ま
た
は
登
録
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
数
料　

登
録
済
み
犬
5
5
0
円
、

新
規
登
録
犬
3
、
5
5
0
円

【
注
意
事
項
】

　

次
の
①
か
ら
⑥
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
は
狂
犬
病
の
集
合
予
防

注
射
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

①
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
、
白

井
市
に
犬
の
所
在
地
な
ど
の
変
更
手

続
き
を
し
て
い
な
い

②
1
カ
月
以
内
に
別
の
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
て
い
る

③
過
去
の
ワ
ク
チ
ン
注
射
で
体
調
が

悪
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る

④
発
情
中
、
妊
娠
中
、
授
乳
中
、
生

後
91
日
未
満
で
あ
る

⑤
注
射
す
る
と
き
に
犬
を
押
さ
え
ら

れ
な
い

⑥
海
外
に
犬
を
連
れ
て
行
く
予
定
が

あ
る

問　

環
境
課
環
境
保
全
班　

内
線

3
2
7
6
・
7

白井市役所の職員を装った振り込め詐欺未遂事件が多発しています。市役所からＡＴＭの操作を求めることはありません
ので、ご注意ください。不審な電話があった場合は市役所または印西警察署生活安全課☎0476（42）0110へ

振り込め詐欺に
ご注意を

2009.3.15 2



Q　

母
が
15
年
前
に
契
約
し
た
冠
婚

葬
祭
互
助
会
。
市
内
に
引
っ
越
し

て
来
た
ら
、
近
く
に
利
用
で
き
る
施

設
が
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
入
会

し
続
け
て
い
て
も
意
味
が
な
い
の
で
、

病
気
の
母
に
代
わ
っ
て
解
約
を
申
し

出
た
。
解
約
手
続
き
が
煩
雑
な
上
に

払
戻
金
が
思
っ
た
よ
り
少
な
か
っ
た
。

納
得
で
き
な
い
が
、
加
入
書
や
約
款

は
見
当
た
ら
な
い
た
め
払
戻
金
の
額

な
ど
に
つ
い
て
自
分
で
計
算
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。（

40
代
女
性　

主
婦
）

A　
「
互
助
会
」
は
将
来
行
う
冠
婚

葬
祭
に
備
え
、
毎
月
所
定
の
金
額
を

積
み
立
て
、
葬
式
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
権
利
を
取
得
す
る
た
め
に

加
入
す
る
も
の
で
す
。
銀
行
な
ど
の

預
金
と
は
異
な
り
、
積
み
立
て
金
に

は
利
息
が
付
き
ま
せ
ん
。
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
契
約
は
終
了
し
ま
す
。

　

こ
の
事
例
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
前
に
解
約
す
る
と
、
約
款
に

基
づ
き
計
算
さ
れ
た
手
数
料
を
差
し

引
い
た
金
額
が
返
金
さ
れ
ま
す
。
契

約
時
の
説
明
不
足
な
ど
で
契
約
内
容

を
十
分
に
理
解
し
な
い
う
ち
に
預
金

と
同
じ
感
覚
で
積
み
立
て
て
い
る
人

も
少
な
く
な
い
た
め
、
こ
の
事
例
の

よ
う
に
思
っ
た
よ
り
も
払
戻
金
が
少

な
い
と
感
じ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

解
約
は
加
入
者
に
と
っ
て
不
利
に

な
る
場
合
が
多
い
行
為
で
す
。
そ
の

た
め
「
互
助
会
」
側
は
慎
重
に
手
続

き
を
進
め
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
加

入
者
本
人
に
出
向
い
て
も
ら
う
な

ど
、
負
担
を
強
い
て
い
る
面
も
あ
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。
加
入
者
が
「
高

齢
で
あ
る
」「
遠
く
て
出
向
け
な
い
」

な
ど
の
場
合
は
「
互
助
会
」
側
に
理

由
を
き
ち
ん
と
説
明
し
、
対
応
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。「
互
助
会
」
の

加
入
は
長
期
間
に
わ
た
る
契
約
で
す
。

将
来
を
見
通
し
て
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
加
入
し
た
ら
家
族
に
そ
の
旨
を

伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

㈳
全
日
本
冠
婚
葬
祭
互
助
会
消
費
者

相
談
セ
ン
タ
ー
☎
0
1
2
0
（
0
3
）

4
8
2
0

問　

消
費
生
活
相
談
室　

内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

市
役
所
2
階

相
談
室
）

「
互
助
会
」
の
解
約
料
が
高
く
て
困
っ
た

116

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

○
林　

浩
二
郎　

1
0
、0
0
0
円

　

こ
の
寄
付
金
は
市
の
福
祉
事
業
推

進
事
業
に
積
み
立
て
ら
れ
、
難
病
疾

患
者
、
紙
お
む
つ
等
給
付
費
な
ど
福

祉
事
業
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

被
保
険
者
証
の
切
り
替
え　
　

被
保
険
者
証
の
切
り
替
え　
　

　
　
　

〜
国
民
健
康
保
険
〜

　
　
　

〜
国
民
健
康
保
険
〜

し
ろ
い
桜
ま
つ
り

　

市
商
工
会
の
青
年
部
・
女
性
部
で

は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
や
地

域
住
民
の
交
流
、
地
域
経
済
を
活
性

化
の
た
め
に
、
し
ろ
い
桜
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。
会
場
内
に
花
見
席
を

設
置
す
る
ほ
か
、
模
擬
店
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　

4
月
4
日
㈯　

午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
雨
天
の
場
合
は
5
日
㈰
）

場
所　

市
役
所
駐
車
場

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
】

　

し
ろ
い
桜
ま
つ
り
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
出
店
を
希
望
す
る
人
は
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

出
店
料　

1
、
0
0
0
円

申
・
問　

3
月
27
日
㈮
ま
で
に
市
商

工
会
☎
（
4
9
2
）
0
7
2
1
へ

　2011年7月24日で今までのテレビ放送（地上
アナログ放送）が終了します。終了後、アナロ
グテレビはそのままの状態でテレビ放送（地上
デジタル放送）を視聴することができなくなり
ます。
　地上デジタルテレビ放送を視聴するには次の
いずれかの方法をとってください。
視聴方法　①地上デジタル放送対応のテレビに
買い換える
②地上デジタルチューナーを買い足す
③地上デジタル放送対応済みのケーブルテレビ
会社と契約する
※①・②はUHFアンテナが必要です。
■問　総務省地デジコールセンターナビダイヤル
☎0570（07）0101
※IP電話などナビダイヤルがつながらない場合
は☎03（4334）1111（平日　午前9時～午後9時、
土・日曜日、祝日　午前9時～午後6時）

地上アナログテレビ放送終了地上アナログテレビ放送終了

　家庭菜園などで
役立つ、野菜づく
りの基本的な講習
会を実施します。
日時　4月23日㈭　
午前9時30分～正午
場所　市役所・法目ふるさと農園
内容　「春夏野菜の栽培管理」につ
いての講義と実習
対象　市内在住・在勤者　30人
（申し込み順）
指導員　印旛農林振興センター職員
■申・■問　4月10日㈮までに、電話か
直接農政課農政班　内線3252へ

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行

委
員
会
委
員
を
募
集

　

毎
年
10
月
に
行
わ
れ
る
「
白
井
市

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
の
実
行
委
員
会

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
の
企
画
か
ら
運
営
ま
で
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

委
員
期
間　

〜
平
成
23
年
3
月
31
日

対
象　

市
内
在
住
20
歳
以
上　

4
人

申
・
問　

平
成
21
年
3
月
31
日
㈫
ま

で
に
応
募
用
紙
（
市
商
工
会
・
市
商

工
振
興
課
・
各
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
作

文
（
テ
ー
マ
①
ふ
る
さ
と
白
井
に
つ

い
て
②
ま
つ
り
と
白
井
に
つ
い
て
の

い
ず
れ
か
を
、
4
0
0
字
詰
原
稿
用

紙
2
枚
以
内
）
を
添
え
て
商
工
振
興

課
商
工
振
興
班　

内
線
3
2
4
1
・

2
へ

野菜づくり講習会野菜づくり講習会

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　世界で初めての和梨から作ったプリンで
す。新たな味を体験してください。
価格　1個　340円、2個入り　680円、6個
入り　2,040円

■問　白井梨ブランデー株式会社☎（497）
1477

日本一の白井の梨を使った日本一の白井の梨を使った

「梨のプリン」「梨のプリン」新発売新発売

　市役所1階ロビーで献血を
実施します。
日時　30日㈪　午前10時～
11時45分、午後1時～４時
■問　健康課健康づくり推進
班☎（497）3494

昨年のふるさとまつり昨年のふるさとまつり

献血のお知らせ献血のお知らせ

梨のプリン梨のプリン

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
保
（
国

民
健
康
保
険
）
被
保
険
者
が
医
療
機

関
の
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担
割
合

が
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で「
1
割
」

に
据
え
置
か
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国

保
被
保
険
者
証
の
切
り
替
え
が
必
要

で
す
。
4
月
1
日
㈬
か
ら
使
用
す
る

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
3
月
22
日

㈰
に
簡
易
書
留
郵
便
で
郵
送
し
ま
す

（
一
部
の
人
を
除
く
）。

対
象
者　

70
歳
か
ら
74
歳
で
、
現
在

有
効
の
被
保
険
者
証
の
右
下
に
記
載

さ
れ
て
い
る
一
部
負
担
割
合
が
「
1

割
」
の
人
（
現
役
並
み
所
得
者
「
3

割
」
の
人
は
対
象
外
）

旧
被
保
険
者
証
の
返
却
場
所　

保
険

年
金
課
、
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
、

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
、
冨
士
セ
ン

タ
ー
、
公
民
セ
ン
タ
ー
、
桜
台
セ
ン

タ
ー
、
中
央
公
民
館

【
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
】

　

今
ま
で
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険

を
脱
退
す
る
時
や
新
た
に
加
入
す
る

と
き
は
、
14
日
以
内
に
加
入
・
脱
退

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
住
所
・
氏

名
・
世
帯
主
な
ど
が
変
わ
っ
た
場
合

も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

問　

保
険
年
金
課
国
保
年
金
班　

内

線
3
1
7
1
〜
3

国
民
年
金
保
険
料
学
生

納
付
特
例
制
度

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

20
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
国
民
年
金

の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

学
生
は
、
本
人
に
一
定
額
以
下
の
所

得
（
前
年
所
得
約
1
1
8
万
円
）
で

あ
れ
ば
保
険
料
の
支
払
い
が
猶
予
さ

れ
る
、
学
生
専
用
の
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
を
現
在
利
用

し
て
い
る
人
へ
】

　

学
生
特
例
の
申
請
は
1
年
度
ご
と

の
申
請
で
す
。
今
年
度
承
認
を
受
け

た
人
が
翌
年
度
も
特
例
を
受
け
る
た

め
に
は
、
4
月
以
降
に
再
申
請
が
必

要
で
す
。
学
生
特
例
が
1
度
承
認
さ

れ
る
と
、
翌
年
度
か
ら
は
毎
年
3
月

下
旬
に
は
が
き
形
式
の
学
生
納
付
特

例
申
請
書
が
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
（
在
学
期
間
中
の
み
）。

　

3
月
中
に
こ
の
申
請
書
が
届
か
な

い
人
や
初
め
て
学
生
納
付
特
例
を

申
請
す
る
人
、
学
校
が
変
わ
っ
た
人
、

失
業
を
理
由
に
特
例
納
付
が
承
認
さ

れ
て
い
る
人
は
4
月
以
降
に
改
め
て

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

〒
2
7
3
―
8
5
7
7
、

船
橋
市
市
場
4
―
1
6
―
1　

船

橋
社
会
保
険
事
務
所
☎
（
4
2
4
）

8
8
1
1
、
市
保
険
年
金
課
国
保
年

金
班　

内
線
3
1
7
4
・
9
へ

定 額 給 付 金 事 業定 額 給 付 金 事 業
　定額給付金の給付対象は基準日（平成21年2月1日）時点で
白井市の住民基本台帳に記録されている人と外国人登録原票
に登録されている人で、不法滞在者・短期滞在者は対象外で
す。現住所地での住民登録が済んでいない人、基準日後に転入・
転出をする人はご注意ください。申請・支払方法などについ
ては、詳細が決まり次第広報しろいや市ホームページでお知
らせします。
【振り込め詐欺や個人情報の詐取にご注意を】
　市や総務省が次の①から③を行うことは絶対にありません。
不審な電話や訪問に注意してください。
①ＡＴＭ（現金自動預払機）の操作を依頼すること
②「定額給付金」の給付のために手数料などの振り込みを求
めること
③現時点で皆さんの世帯構成や銀行口座番号などの個人情報
を照会すること
■問　商工振興課商工振興班　内線3243・4

子育て応援特別手当子育て応援特別手当
　子育て応援特別手当は子どもの多い世帯の幼
児教育期に掛かる負担を軽減するために支給す
る手当です。対象は基準日（平成21年2月1日）
時点で白井市の住民基本台帳に記録されている
人と外国人登録原票に登録されている人で、不
法滞在者・短期滞在者は対象外です。申請方法
などについては、詳細が決まり次第広報しろい
や市ホームページでお知らせします。
　振り込め詐欺などの不審な電話や訪問にご注
意ください。
対象　平成14年4月2日から平成17年4月1日まで
に生まれた第2子以降の子ども
※第2子以降の子どもの判定は18歳以下（平成2
年4月2日以降に生まれた人）の子どもの中で数
えます。
■問　児童家庭課児童家庭班☎（497）3487

2009.3.153



2009.3.15 4

古
き
を
温
め
新
し
き
を
知
る

　

自
分
探
し
や
癒
し
を
求
め
、
四

国
88
カ
所
巡
り
が
脚
光
を
浴
び
て

い
ま
す
。
歴
史
的
に
は
江
戸
時
代

に
庶
民
へ
広
ま
っ
た
も
の
で
、
弘

法
大
師
ゆ
か
り
の
寺
（
札
所
）
を

巡
る
道
程
は
1
、
4
0
0
㌔
㍍
余

り
に
お
よ
び
、
当
時
は
一
生
に
1

度
行
け
る
か
ど
う
か
の
、
ま
た
、

帰
れ
る
保
障
も
な
い
命
が
け
の
旅

で
し
た
。
そ
こ
で
人
々
は
講
と
呼

ぶ
信
仰
集
団
を
作
り
「
新
四
国
」

な
ど
の
名
で
四
国
を
ま
ね
た
88
カ

所
の
札
所
を
身
近
な
地
域
の
中
に

設
け
て
巡
礼
を
始
め
ま
し
た
。

　

印
西
大
師
も
そ
の
一
つ
で
、
1

7
2
1
年
（
享
保
6
年
）
本
埜
村

笠
神
に
あ
る
南
陽
院
の
僧
臨
唱
法

印
が
開
い
た
県
内
最
古
の
大
師
講

で
す
。
印
旛
沼
西
岸
の
村
々
が
関

わ
っ
た
の
で
印
西
（
組
）
大
師
と

言
い
、
市
内
の
札
所
は
平
塚
、
河

原
子
、
神
々
廻
、
谷
田
、
清
戸
、

法
目
、上
長
殿
、下
長
殿
、中
木
戸
、

七
次
な
ど
の
寺
や
堂
に
あ
り
ま
す
。

巡
礼
形
態
で
全
札
所
を
巡
る
大
廻

り
大
師
と
一
部
を
巡
る
小
廻
り

大
師
が
あ
り
、
大
廻
り
は
毎
年
4

月
初
旬
、
小
廻
り
は
1
月
、
5
月
、

10
月
ご
ろ
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

印
西
大
師
で
は
旗
や
弘
法
大
師

の
御
影
（
掛
け
軸
）
が
重
視
さ
れ
、

露
払
い
、
案
内
旗
、
御
影
、
黒
旗
、

先
達
、
基
寺
三
区
旗
、
貝
吹
き
、

赤
杖
先
達
、
各
区
村
旗
、
一
般
講

員
の
順
で
歩
く
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

印
西
大
師
開
設
に
力
の
あ
っ
た
寺

の
地
元
は
特
に
基
寺
地
区
と
呼
ば

れ
て
運
営
の
中
核
を
担
い
、
最
後

を
締
め
く
く
る
結
願
は
基
寺
地
区

で
行
わ
れ
ま
す
。
但
し
、「
貰
い

結
願
」
と
言
っ
て
、
一
般
地
区
で

特
別
に
結
願
を
譲
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
1
9
2
9
年

（
昭
和
4
年
）
に
は
清
戸
薬
王
寺

（
23
番
札
所
）で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

印
西
大
師
に
関
わ
る
も
の
に
白

井
大
師
が
あ
り
ま
す
。
1
9
0
4

年
（
明
治
37
年
）
神
々
廻
の
神
宮

寺
を
核
に
白
井
谷
清
村
組
合
大
師

と
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
す
。
記

録
に
は
「
白
井
村
小
廻
大
師
」
と

も
あ
り
、
平
塚
を
除
く
市
内
21
地

区
が
参
加
し
て
4
月
・
9
月
に
26

の
札
所
を
巡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

白
井
大
師
も
昔
は
旗
や
御
影
を

重
視
し
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
に

な
っ
て
送
り
大
師
の
形
式
や
稚
児

行
列
な
ど
、
東
葛
・
印
旛
大
師
風

の
要
素
を
取
り
込
み
ま
し
た
。
近

年
は
10
月
最
初
の
連
休
に
実
施
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
に
よ
る
集
落
分
断
や
さ
ま
ざ

ま
な
負
担
で
参
加
は
5
地
区
に
減

少
し
、
2
0
0
5
年
（
平
成
17
年
）

を
最
後
に
休
止
し
て
い
ま
す
。

問　

文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

印

西

大

師

と

白

井

大

師

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

寄
り
に
よ
る
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
簡
単
な
手
続
き
で
費
用
は
無
料
、

秘
密
は
守
り
ま
す
。

問　

千
葉
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
（
2
3
1
）
2
1
3
1
・

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.ch
ib
a.

lg
.jp/ch

irou
i/in
dex
.h
tlm

◆
楽
し
い
英
会
話

　

市
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
人
の
英
語
補

助
教
員
）
が
講
師
と
な
り
、
皆
さ
ん

と
楽
し
み
な
が
ら
英
語
を
学
び
ま
す
。

対
象
・
日
時　

初
級
（
簡
単
な
挨

拶
や
自
己
紹
介
が
で
き
る
レ
ベ
ル
）・

4
月
28
日
㈫
〜
毎
週
火
曜
日　

午
後

7
時
30
分
〜
8
時
50
分
、
中
級
（
あ

る
程
度
の
日
常
会
話
や
買
い
物
が
で

き
る
レ
ベ
ル
）・
4
月
30
日
㈭
〜
毎

週
木
曜
日　

午
後
7
時
30
分
〜
8
時

50
分　

各
20
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

※
受
講
に
は
白
井
国
際
交
流
協
会

へ
の
加
入
（
年
会
費
2
、
0
0
0
円
）

が
必
要
で
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

を
優
先
し
ま
す
。

場
所　

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー　

受
講

料　

1
2
、0
0
0
円
（
20
回
分
）　

申
・
問　

3
月
31
日
㈫
（
必
着
）
ま

で
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・「
初
級
・
中
級
の
別
」
を

記
入
の
上
、
往
復
は
が
き
で
〒
2
7

0
―
1
4
3
2
、
白
井
市
冨
士
1
―

32　

白
井
国
際
交
流
協
会
事
務
局
☎

（
4
4
5
）
3
3
4
5
へ

◆
池
の
上
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
募
集

　

池
の
上
学
童
ク
ラ
ブ
（
池
の
上
小

学
校
敷
地
内
）
は
、
少
人
数
で
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
学
童
保
育
所
で
す
。
放

課
後
の
小
学
生
を
保
育
・
指
導
す
る

指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
が
大
好
き
で
明
る
く
元
気
な
人
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容　

専
任
指
導
員　

応
募
資

格　

20
歳
以
上
の
健
康
な
人
（
保
育

士
・
教
員
資
格
な
ど
を
持
つ
人
を
優

先
し
ま
す
）　

勤
務
日
・
時
間　

平

日
（
週
5
日
）　

正
午
〜
午
後
6
時
、

土
曜
日　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時
30

分申
・
問　

池
の
上
学
童
ク
ラ
ブ
☎

（
4
9
2
）
5
4
7
7
（
平
日
正
午

〜
午
後
7
時
）
へ

◆
七
次
台
学
童
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
指

導
員
募
集

　

七
次
台
学
童
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
は

少
人
数
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
学
童
保

育
所
で
す
。
放
課
後
の
小
学
生
を
保

育
・
指
導
す
る
指
導
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
と
遊
ぶ
の
が
好
き

で
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
人
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容　

専
任
指
導
員　

応
募
資

格　

20
歳
以
上
の
健
康
な
人
（
学
童

保
育
経
験
者
、
保
育
士
・
教
員
資
格

な
ど
を
持
つ
人
を
優
先
し
ま
す
）　

勤
務
日
・
時
間　

平
日
・
午
後
1
時

〜
7
時
、
土
曜
日
・
午
前
8
時
〜
午

後
3
時
30
分

申
・
問　

七
次
台
学
童
わ
く
わ
く
ラ

ン
ド
☎
（
4
9
2
）
6
6
3
0
（
平

日
午
後
1
時
〜
7
時
）
へ

◆
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
『
よ
し
き
り
』

入
所
案
内

　

次
の
資
格
を
満
た
す
入
所
希
望
者

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

資
格　

①
心
身
と
も
に
健
康
な
60
歳

以
上
の
人　

②
自
立
し
た
日
常
生
活

が
お
く
れ
、
身
の
回
り
の
こ
と
が
自

分
で
で
き
る
人　

③
家
庭
環
境
や
住

宅
事
情
に
よ
り
、
居
宅
で
の
生
活
が

不
安
な
人　

④
所
定
の
利
用
料
が
負

担
で
き
る
人　

⑤
確
実
な
保
証
能
力

を
有
す
る
身
元
保
証
人
（
印
旛
郡
市

内
在
住
者
）
が
た
て
ら
れ
る
人

問　

〒
2
7
0
―
1
6
1
4
、
印
旛

郡
印
旛
村
瀬
戸
1
8
4
4
―
2
軽

費
老
人
ホ
ー
ム
「
よ
し
き
り
」
☎

0
4
7
6
（
9
8
）
0
2
8
1

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぬ
く
も
り
の
会

【
無
料
講
演
会
・
後
見
制
度
と
倫
理
】

日
時　

22
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時　

場
所　

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

講
師　

ぬ
く
も
り
の
会
会
員　

行
政

書
士　

村
田
廣
行
さ
ん

【
無
料
相
談
会
】

日
時　

22
日
㈰　

午
後
3
時
〜
4
時

場
所　

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー　

対
応

行
政
書
士

問　

高
木
☎
（
4
8
4
）
8
3
9
5

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

日
時　

28
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

（
予
約
不
要
・
当
日
受
け
付
け
）　

場

所　

船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
応
者　

弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務

士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ほ
か

相
談
料　

無
料

問　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
交
通
事
故
の
無
料
電
話
・
面
談
相

談
　

㈳
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
交
通

事
故
に
遭
っ
た
時
な
ど
の
自
動
車
損

害
賠
償
責
任
保
険
お
よ
び
任
意
自
動

車
保
険
の
請
求
に
つ
い
て
、
無
料
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）　

午
前
9
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
5
時

※
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
（
第

1
・
2
・
3
水
曜
日
の
午
後
1
時
か

ら
4
時
、
要
予
約
）
も
あ
り
ま
す
。

問　

千
葉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
☎
0
4
3
（
2
8
4
）
7
9

5
5

◆
し
ろ
い
人
形
劇
祭
り

　

近
隣
の
人
形
劇
団
ほ
か
6
団
体
が

参
加
。
影
絵
や
「
こ
わ
ー
い
お
話
」

（
高
学
年
）、
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

も
あ
り
ま
す
。

日
時　

22
日
㈰　

午
前
11
時
〜
午
後

3
時
30
分　

場
所　

市
文
化
セ
ン

タ
ー
中
ホ
ー
ル
・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

館
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

参
加
費

1
0
0
円

※
午
前
は
特
別
講
演
、
ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ

劇
場
に
よ
る
「
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」

（
参
加
費
5
0
0
円
・
前
売
り
券
の

み
）
を
上
演
し
ま
す
。

問　

向
井
☎
（
4
9
7
）
3
1
8
6

社
会
保
険
大
学
校
運
動

施
設
開
放　

〜
利
用
料
金
が
変
更
と
な
り
ま
す
〜

日
時　

4
月
4
日
㈯
・
5
日
㈰
・
25

日
㈯
・
26
日
㈰　

午
前
9
時
〜
午
後

6
時

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
成
人
の
責
任
者
が
付
い
て
管
理
し

て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

5
6

0
円
、
体
育
館
1
、4
2
0
円
、
グ

ラ
ウ
ン
ド　

2
、6
0
0
円
（
各
2

時
間
単
位
）

利
用
料
金
の
変
更

　

利
用
料
金
に
つ
い
て
は
社
会
保
険

大
学
校
が
地
価
な
ど
を
踏
ま
え
決
定

し
て
い
る
た
め
、
4
月
か
ら
利
用
料

金
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

申
・
問　

3
月
25
日
㈬
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班　

内
線
3
4
3

6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

弓
道
教
室

　

高
校
生
以
上
の
初
心
者
を
対
象
に

弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

4
月
4
日
㈯
〜
5
月
23
日
㈯

（
毎
週
土
曜
日
）　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

場
所　

白
井
中
学
校
「
弓
道
場
」

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

1
、
0
0
0
円
（
全
8
回
、

保
険
料
な
ど
）

申
・
問　

3
月
26
日
㈭
（
必
着
）
ま

で
に
、
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
、
経
験
の
有
無
を
記
入
の
上
、
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班　

内
線

3
4
3
5
へ

◆
自
衛
官
募
集

　

願
書
、
受
験
料
は
無
料
で
す
。
ま

ず
は
資
料
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人　

①
幹

部
候
補
生　

22
歳
以
上
26
歳
未
満

（
平
成
22
年
4
月
1
日
現
在
）
の
人

②
予
備
自
衛
官
補　

一
般　

18
歳
以

上
34
歳
未
満
の
人
、
技
能　

国
家
免

許
資
格
な
ど
を
有
す
る
18
歳
以
上
55

歳
未
満
の
人　

③
男
子
2
等
陸
海
空

士　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人　

受

付
期
間　

①
4
月
1
日
㈬
〜
5
月
12

日
㈫　

②
〜
4
月
13
日
㈪　

③
年
間

を
通
じ
て
随
時
受
け
付
け

申
・
問　

自
衛
隊
柏
募
集
案
内
所
☎

0
4
（
7
1
6
3
）
6
8
8
4
へ

◆
労
働
委
員
会
の
「
個
別
的
労
使
紛

争
の
あ
っ
せ
ん
」

　
「
解
雇
さ
れ
た
が
納
得
い
か
な
い
」

「
経
営
不
振
に
よ
る
人
員
削
減
に
納

得
し
て
欲
し
い
」
な
ど
、
雇
用
を
め

ぐ
る
労
使
間
の
問
題
が
生
じ
た
時
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
公
益
、
労
働
者
、

使
用
者
を
代
表
す
る
あ
っ
せ
ん
員
が

労
使
双
方
の
主
張
を
聞
い
て
、
歩
み

学校教育における豊かな人間関係づくり

　千葉県教育委員会指定「豊かな人間関係づくり推進事業」
研究推進校の白井第三小学校、大山口小学校、大山口中学
校が1月28日に市文化会館大ホールで実践報告会を行いま
した。
　3校は平成18年度から本年度までの3年間、子どもたち
に「自分を大切にする能力」と「周りの人を大切にする能
力」を身に付けるための指導資料などを開発し、その指導
資料を用いた授業を公開してきました。
　当日は教員や保護者など、市内外から約330人の参加者
があり、あるお母さんは「豊かな人間関係づくりの授業な
どの成果は、子どもたちを見ていると着実なものを感じま
す。我が子も、最近では私の言動を注意し、諭すほどにな
りました。」と話していました。
問　教育センター室　内線3470

白井第三小学校教員による発表

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

弓道

印西大師札所前での唱和
（能勢幸枝さん写真提供）白井大師の巡行



2009.3.155

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

白井市100人会議

1
0
0
人
会
議
の
幕
引
き
と

そ
の
後
へ
の
提
言

2009-3

54

2
月
14
日
の
会
議

　

第
11
回
会
議
は
「
1
0
0
人
会

議
の
事
業
成
果
と
課
題
」
前
回
会

議
で
話
し
合
っ
た
結
果
を
精
査
す

べ
く
こ
れ
に
集
中
し
て
審
議
し
ま

し
た
。
ま
た
白
井
停
車
場
線
中
央

分
離
帯
（
国
道
4
6
4
号
寄
り
）

に
「
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

立
ち
上
げ
て
維
持
・
管
理
す
る
た

め
、
希
望
者
を
募
る
提
言
も
出
さ

れ
ま
し
た
。
主
テ
ー
マ
の
精
査
は

事
務
局
作
成
の
19
ペ
ー
ジ
の
一
覧

表
を
見
な
が
ら
、
項
目
や
字
句
の

加
除
修
正
を
行
い
つ
つ
進
め
ま
し

た
。
検
討
の
結
果
、
よ
り
わ
か
り

や
す
く
ま
と
め
る
た
め
に
「
1
0

0
人
会
議
の
目
的
」
「
発
足
以
来

の
経
緯
」
「
具
体
的
な
取
り
組

み
」
「
取
組
ん
だ
結
果
生
じ
た
課

題
」「
課
題
に
対
す
る
提
案
事
項
」

に
仕
分
け
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

再
度
事
務
局
で
編
集
し
て
も
ら
い
、

次
週
土
曜
日
に
委
員
有
志
で
微
調

整
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
左

の
写
真
は
市
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

パ
ネ
ル
展
示
し
た
写
真
で
各
項
目

が
わ
か
り
や
す
く
表
現
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

2
月
21
日
有
志
会
議

　
「
1
0
0
人
会
議
の
事
業
成
果

と
課
題
」
の
精
査
後
時
間
の
な
い

中
、
事
務
局
の
努
力
で
資
料
を
10

ペ
ー
ジ
に
再
編
集
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
7
人
の
委
員
と
2
人
の

職
員
が
出
席
し
、
こ
の
資
料
を
も

う
一
度
見
直
し
お
お
む
ね
ま
と
め

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次

回
会
議
3
月
7
日
の
1
0
0
人
会

議
最
終
会
で
出
席
委
員
全
員
の
確

認
と
承
諾
を
得
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
概
略
内
容
は
1
ペ
ー
ジ
「
は

じ
め
に
」・
1
0
0
人
会
議
設
置

の
目
的
・
環
境
美
化
活
動
に
取

組
ん
だ
6
年
間
、
2
ペ
ー
ジ
か
ら

8
ペ
ー
ジ
は
「
1
0
0
人
会
議
の

事
業
成
果
と
課
題
（
6
年
間
の
実

績
）」・
市
民
参
加
に
関
す
る
活
動

（
市
民
参
加
の
体
制
づ
く
り
）・
環

境
美
化
の
実
践
活
動
（
市
民
参
加

の
実
践
）・
広
報
啓
発
活
動
（
市

民
参
加
の
啓
発
）
を
掲
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
を
さ
ら
に
7
項
目
の
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
を
設
け
て
詳
細
解
説
し
て

あ
り
ま
す
。
最
後
の
9
ペ
ー
ジ
か

ら
10
ペ
ー
ジ
は
「
推
進
委
員
か
ら

1
0
0
人
会
議
活
動
へ
の
想
い
」

と
し
て
推
進
委
員
の
熱
い
想
い
が

ほ
ぼ
原
文
で
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

⌇
⌇
⌇
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⌇
⌇

問　

市
民
参
加
推
進
課
1
0
0
人

会
議
事
務
局　

内
線
3
1
5
1

※
こ
の
記
事
は
1
0
0
人
会
議
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

昨
日
ま
で
の
わ
た
し
に
さ
よ
な
ら

ボ
「
傾
聴
」
講
座

　

相
手
の
話
を
ゆ
っ
た
り
と
聴
く
こ

と
で
、
相
手
が
自
分
の
気
持
ち
を
整

理
し
、
自
己
決
定
で
き
ま
す
。
そ
ん

な
手
伝
い
の
技
法
を
、
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
す
て
き
な
自
分
も
見
え
て

き
ま
す
。

日
時　

4
月
10
日
・
17
日
・
24
日
、

5
月
15
日
・
29
日
（
各
金
曜
日
・
全

5
回
）　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
ほ
か
に
1
時
間
程
度
の
体
験
実
習

が
あ
り
ま
す
。

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
で
全
日
程
参
加
可

能
な
人　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
・
Ｌ
・
Ａ　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ　

ア
ン
ド　

リ

ス
ニ
ン
グ　

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン　

生
木
ヨ
シ
ミ
さ
ん

参
加
費　

2
、
0
0
0
円
（
保
険
・

資
料
代
を
含
む
）

申
・
問　

電
話
ま
た
は
直
接
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
2
）
5

7
1
6
へ

福
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

講
座

　

楽
し
く
歩
く
こ
と
で
健
康
増
進
を

図
り
、
安
全
か
つ
効
果
的
に
歩
く
コ

ツ
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

日
時　

4
月
18
日
・
25
日
、
5
月
2

日
・
9
日
（
各
土
曜
日
）　

午
前
10

時
30
分
〜
正
午

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上　

20
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
桜
台

周
辺

申
・
問　

4
月
13
日
㈪
ま
で
に
電
話

か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
2
）

2
0
2
2
へ

福
絵
手
紙
講
座

日
時　

4
月
10
日
・
17
日
・
24
日
（
各

金
曜
日
）　

午
後
1
時
〜
3
時

対
象　

市
内
在
住
60
歳
以
上　

20
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

申
・
問　

4
月
6
日
㈪
ま
で
に
電
話

か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
2
）

2
0
2
2
へ

福
春
を
楽
し
む
会

日
時　

4
月
3
日
㈮　

午
前
10
時
30

分
〜
午
後
2
時

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）

内
容　

野
だ
て
・
琴
の
演
奏
・
模
擬

店※
野
だ
て
は
当
日
前
売
券
（
3
0
0

円
）
を
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
販
売

し
ま
す
（
午
前
・
午
後
各
10
人
）。

問　

福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
2
）

2
0
2
2

◆
鎌
ケ
谷
吹
奏
楽
団
第
27
回
定
期
演

奏
会

日
時　

4
月
5
日
㈰　

午
後
1
時
30

分
〜
（
開
場
午
後
1
時
）　

場
所　

白
井
市
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル　

入

場
料　

無
料　

曲
目　

ア
ル
メ
ニ
ア

ン
・
ダ
ン
ス
全
曲
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
・
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
Ⅴ
、
崖
の
上
の

ポ
ニ
ョ
ほ
か

問　

内
山
☎
0
9
0
（
8
8
2
0
）

3
7
0
9

◆
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

表
現
、
朗
読
、
体
現
な
ど
の
基
本

を
身
に
付
け
な
が
ら
第
53
回
白
井
市

民
文
化
祭
に
作
品
を
仕
上
げ
ま
す
。

楽
し
い
舞
台
を
作
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

24
日
㈫
・
31
日
㈫　

午
後
5

時
〜
7
時
（
月
2
回
練
習
）　

場
所

冨
士
セ
ン
タ
ー　

参
加
費　

8
0
0

円
（
施
設
使
用
料
な
ど
）

※
文
化
祭
参
加
作
品
は
「
み
る
な
の

花
座
敷
」（
宇
治
拾
遺
物
語
）
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問　

楽
劇　

中
村
☎
（
4
4
3
）
8

6
4
5

◆
さ
く
ら
と
菜
の
花
の
撮
影
会

　

バ
ス
で
撮
影
場
所
へ
移
動
し
、
撮

影
を
行
い
ま
す
（
J
S
P
・
J
S
J

の
イ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
が
同
行
し
ま

す
）。

日
時　

4
月
1
日
㈬　

午
前
9
時
〜

午
後
5
時　

場
所　

鹿
野
山
、
マ
ザ

ー
牧
場
（
集
合　

白
井
市
役
所
前
）

参
加
費　

8
、
0
0
0
円
（
2
週
間

後
の
発
表
会
費
用
を
含
む
）　

持
ち

物　

デ
ジ
タ
ル
ま
た
は
フ
ィ
ル
ム
カ

メ
ラ
、
三
脚
な
ど

問　

矢
野
☎
（
4
9
1
）
5
1
3
3

◆
親
子
ビ
ク
ス

　

曲
に
合
わ
せ
て
子
ど
も
と
一
緒
に

体
を
動
か
し
、
親
子
の
き
ず
な
を
深

め
ま
す
。
子
ど
も
の
基
礎
体
力
づ
く

り
や
お
母
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
解
消
に

ど
う
ぞ
。
無
料
体
験
を
行
い
ま
す
。

日
時　

4
月
2
日
㈭　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

場
所　

桜
台
セ
ン
タ
ー

対
象　

1
歳
6
カ
月
程
度
か
ら
就
園

前
の
子
と
そ
の
保
護
者

問　

佐
々
木
☎
0
4
7
6
（
4
6
）

8
7
4
0
（
午
後
5
時
以
降
）

◆
白
井
写
友
会

【
写
真
展
「
四
季
彩
の
輝
き
」】

　

13
回
目
と
な
る
今
回
の
写
真
展
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
会
員
が

心
に
響
く
被
写
体
を
求
め
て
各
地
で

撮
っ
て
き
た
風
景
や
花
鳥
な
ど
の
作

品
群
が
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
程
・
場
所　

①
3
月
24
日
㈫
〜
4

月
5
日
㈰
・
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
②
4
月
7
日
㈫
〜
16

日
㈭
・
西
白
井
駅
コ
ン
コ
ー
ス
、
③

4
月
17
日
㈮
〜
26
日
㈰
・
白
井
駅
コ

ン
コ
ー
ス

※
各
会
場
初
日
は
午
後
1
時
か
ら
。

【
入
会
希
望
者
随
時
受
け
付
け
】

　

写
友
会
は
カ
メ
ラ
好
き
の
リ
タ
イ

ヤ
世
代
が
集
ま
り
、
平
成
16
年
秋
に

発
足
し
た
会
で
す
。
現
在
22
人
の
会

員
が
ア
ク
テ
ブ
シ
ニ
ア
を
目
指
し
、

楽
し
み
な
が
ら
写
真
技
術
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。
写
真
歴
や
カ
メ
ラ

の
種
類
を
問
わ
ず
、
新
規
会
員
を
歓

迎
し
ま
す
。

問　

泉
☎
（
4
9
2
）
5
5
4
1

◆
合
気
道

日
時　

毎
週
土
曜
日　

子
ど
も
・
午

後
2
時
〜
3
時
、
大
人
・
午
後
3
時

15
分
〜
4
時
45
分　

場
所　

桜
台
セ

ン
タ
ー　

月
会
費　

3
、
5
0
0
円

（
入
会
金　

4
、
0
0
0
円
）

※
無
料
体
験
入
学
が
で
き
ま
す
。

問　

長
谷
川
☎
0
9
0
（
1
5
4
0
）

6
0
7
1

◆
親
子
で
楽
し
む
音
楽
サ
ー
ク
ル

「
ひ
ま
わ
り
キ
ッ
ズ
」

　
「
音
楽
を
通
し
て
親
子
を
笑
顔
に
」

を
テ
ー
マ
に
月
2
回
ピ
ア
ノ
を
使
用

し
て
の
音
遊
び
。
年
数
回
は
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
無
料
体
験
を
受
け
付
け
中
で
す
。

日
時　

第
2
・
4
木
曜
日
（
時
間
は

年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）　

対

象　

1
歳
6
カ
月
程
度
〜
3
歳　

場

所　

冨
士
セ
ン
タ
ー

申
・
問　

柏
崎
☎
0
9
0
（
1
6
6

0
）
1
0
3
4
へ

◆
白
井
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ　

レ

オ
タ
ー
ド

　

は
じ
め
ま
せ
ん
か
、
仲
間
づ
く
り

と
自
分
探
し
。
素
敵
な
曲
に
合
わ
せ

て
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。
4
月
か
ら

の
新
し
い
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

毎
週
木
曜
日　

午
後
7
時
10

分
〜
8
時
45
分　

場
所　

西
白
井
複

合
セ
ン
タ
ー

問　

橘
☎
（
4
9
1
）
4
7
1
9

◆
社
交
ダ
ン
ス

日
時　

毎
週
火
曜
日　

午
後
7
時
〜

9
時　

場
所　

西
白
井
複
合
セ
ン

タ
ー　

対
象　

多
少
踊
れ
る
人　

会

費　

月
3
、
0
0
0
円　

入
会
金　

無
料

問　

仲
村
☎
（
4
6
2
）
6
8
9
1

（
午
後
7
時
以
降
）

◆
大
正
琴
か
た
つ
む
り

　

4
月
か
ら
初
心
者
を
対
象
に
基
本

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
見
学
は
自

由
で
す
の
で
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。
楽
し
い
仲
間
を
募
っ
て

い
ま
す
。

日
時　

第
2
・
4
火
曜
日　

午
後
1

時
〜
3
時
（
中
級
は
午
後
3
時
〜
5

時
）　

会
費　

2
、
0
0
0
円　

維

持
費　

5
0
0
円

問　

穴
沢
☎
（
4
9
2
）
2
2
6
4

◆
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

　

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
は
軽
快
な

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
の
っ
て
、
四
角
い

隊
形
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
隊
形
の
変
化

を
楽
し
む
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ダ
ン
ス
で
、

脳
の
刺
激
を
伴
い
若
さ
を
保
つ
わ
く

わ
く
す
る
運
動
で
す
。
一
緒
に
ス
ク

エ
ア
ダ
ン
ス
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

4
月
13
日
㈪
〜
毎
週
月
曜
日

（
5
カ
月
間
）　

午
後
7
時
20
分
〜

場
所　

池
の
上
小
学
校
体
育
館　

参

加
費　

5
、
0
0
0
円
（
5
カ
月
分
、

テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
別
会
場
で
昼
の
部
も
あ
り
ま
す
。

問　

鈴
木
☎
（
4
9
1
）
5
6
1
3

◆
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

　

ギ
タ
ー
の
合
奏
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・

童
謡
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
を
一
緒
に

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

第
1
・
3
月
曜
日
（
ほ
か
に

自
主
練
習
日
あ
り
）　

時
間　

午
後

0
時
30
分
〜
3
時　

場
所　

小
室
公

民
館　

会
費　

月
3
、
5
0
0
円

問　

こ
む
ろ
ん
・
ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル

吉
田
☎
（
4
0
9
）
5
0
7
7

◆
発
足
団
員
募
集　

千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
シ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

50
歳
以
上
の
楽
器
合
奏
（
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
）
が
好
き
な
人
、
み
ん
な
で

楽
器
合
奏
を
し
ま
し
ょ
う
。
初
心
者

も
歓
迎
し
ま
す
。
5
月
7
日
㈭
に
発

足
し
、
発
足
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
7

月
ご
ろ
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
週
木
曜
日　

午
前
9
時

〜
正
午
（
第
3
木
曜
日
を
除
く
）　

場
所　

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー　

会

費　

月
3
、
0
0
0
円
（
入
会
金
1
、

5
0
0
円
）　

募
集
パ
ー
ト　

バ
イ

オ
リ
ン
、
フ
ル
ー
ト
、
マ
ン
ド
リ
ン
、

チ
ェ
ロ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
鉄
琴
、

ギ
タ
ー
、
ピ
ア
ノ
、
ベ
ー
ス
、
打
楽

器
ほ
か　

曲
目　

花
・
浜
千
鳥
ほ
か

申
・
問　

荒
川
☎
（
4
9
2
）
7
9

7
7
へ

シ農業支援技能講習会
　ナシ栽培作業のポイントを学び、ナシの
花
はなめてきじょ

芽摘除・摘
てき

蕾
らい

・人工授粉・摘
て き か

果など実際
に体験して必要な知識・技能を修得します。
日程　4月17日㈮～平成22年2月（全7日）
※ナシは気象条件により開花の早晩などが
あるため日程は、その都度連絡します。
時間　午前10時～午後4時
場所　高齢者就労指導センター・市内梨業
組合員樹園地
対象　58歳から65歳で、受講後ナシ農家で
働くことを希望する人　20人（応募者多数
の場合は抽選）
講師　印旛農林振興センター職員
参加費　無料
申・問　4月10日㈮までに往復はがきかファ
クスで住所・氏名（フリガナ）・生年月日・
電話番号を記入の上、シルバー人材センター
☎（498）1717・℻  （498）2888へ

環境フォーラムでのパネル募

集
・

伝

言

板

野だて
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春
満
開
、
ナ
ッ
シ
ー
号

で
お
花
見
へ
行
こ
う

◆
桜
の
名
所
へ
ご
案
内
し
ま
す

　

私
は
毎
年
こ
の
季
節
、
白
井
の
桜

を
見
な
が
ら
家
族
で
過
ご
す
の
が
楽

し
み
な
ん
で
す
。「
ナ
ッ
シ
ー
号
」

は
市
内
全
域
を
4
台
の
バ
ス
で
循
環

し
て
い
る
か
ら
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
桜
の
名
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る

ん
で
す
よ
。
桜
を
眺
め
て
い
る
と
、

　「エコッちゃ
お」はもった
いない・その
ゴミ捨てない
で、から始ま
るエコロジー
活動をしてい
ます。ペット
ボトルが繊維
として生まれ
変わるように、キャップ（ペットボトル
キャップ）は廃木材チップと混ぜて合成
樹脂になり、エコプライという建築資材
に生まれ変わります。私たちはキャップ
を回収し、回収したキャップは白井工業
団地連絡協議会を経由して、エコプライ
製造工場で再生、換金しています。換金
したお金は認定ＮＰＯ法人「世界の子ど
もにワクチンを日本委員会」やユニセフ
を通してワクチンを必要とする国々へ送
ります。キャップ回収で小さな命が救わ
れるのです。キャップ回収ボックスを白
井駅前センター、市民活動推進センター
に設置しています。キャップは、さっと
水洗い・さっとひとふきをして回収ボッ
クスに入れてください。協力をお願いし
ます。
　石田☎（445）0568

と
て
も
気
持
ち
が
満
た
さ
れ
て
い
く

の
を
感
じ
ま
す
。
市
内
の
主
な
桜
の

名
所
と
ナ
ッ
シ
ー
号
利
用
の
場
合
の

系
統
、
バ
ス
停
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
市
内
に
は
桜
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
た
く
さ

ん
あ
る
ん
で
す
よ
。
花
見
を
す
る
と

き
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、
ご
み
は
必
ず

持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

◆
連
載
終
了
の
お
知
ら
せ

　

  「
そ
れ
い
け
ナ
ッ
シ
ー
号
」
は
今

回
で
終
了
し
ま
す
。
ま
た
ど
こ
か
で

会
い
ま
し
ょ
う
。

※
ル
ー
ト
・
時
刻
の
検
索
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
ナ
ッ
シ
ー
号
時
刻

検
索
シ
ス
テ
ム
」
が
便
利
で
す
。

問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班　

内

線
3
3
5
3

い
さ
ゝ
か
の
迷
い
も
あ
り
て
八
十
路
く
る

江
戸
川
を
東
京
千
葉
の
初
渡
り

掟
か
な
沢
庵
漬
け
を
常
と
す
る

思
ふ
べ
し
青
き
宇
宙
の
初
御
空

ガ
ス
も
な
し
ケ
イ
タ
イ
も
な
し
山
笑
ふ

寒
ゴ
ル
フ
ダ
フ
れ
ば
新
芽
ご
め
ん
ち
ゃ
い

元
日
も
暮
れ
て
影
さ
す
残
り
膳

寒か
ん
た
く柝
の
響
き
木
霊
す
団
地
哉

着
ぶ
く
れ
て
歩
み
の
の
ろ
い
亀
が
行
く

木
の
葉
な
く
芽
が
出
て
く
る
の
春
を
待
つ

山
茶
花
を
こ
ぼ
し
て
行
く
や
豆
腐
笛

秩
父
路
の
夜
空
を
焦
が
す
冬
花
火

土
の
香
の
風
お
こ
し
つ
つ
春
田
打
つ

何
事
も
神
が
呉
れ
し
と
落
葉
は
く

初
夢
の
覚
へ
な
き
身
を
振
り
返
る

春
雨
や
神
々
廻
の
池
に
音
も
な
く

春
遅
々
と
歩
幅
の
小
さ
き
媼
か
な

冬
日
影
遠
藤
実
去
り
寂
し

見
え
て
い
る
生
命
力
の
冬
芽
か
な

あ
さ
の
陽
を
総
身
に
浴
び
し
男お

の
孫
の

　
　
　

新は

た

ち

成
人
の
写
真
に
病つ

ま夫
の
眼
う
る
む

い
た
だ
き
し
黄
梅
一
枝
玄
関
に

　
　
　

甘
き
香
り
が
我
れ
を
迎
え
り

丑
ど
し
に
年
あ
ら
た
ま
り
妻
も
子
も

　
　
　

孫
も
あ
り
せ
ば
生
き
る
幸
あ
り

き
さ
ら
ぎ
の
し
し
ば
に
香
る
梅
の
花

　
　
　

誰
れ
に
さ
ゝ
げ
ん
も
ゆ
る
思
い
を

国
会
へ
馬
車
に
て
き
た
る
人
の
馬

　
　
　

飲
み
し
水
場
が
中
庭
に
見
ゆ

同
窓
の
友
よ
り
届
花
便
り

　
　
　
「
偕
楽
園
は
今
が
見
ご
ろ
」
と

初
日
の
出
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
光
う
け

　
　
　

冨
士
は
く
っ
き
り
姿
現
す

春
立
つ
日
庭
に
手た

振
れ
し
三
ツ
又
の

　
　
　

固
き
莟

つ
ぼ
み

の
目
覚
め
を
ぞ
待
つ

氷
雨
降
る
夜
の
ふ
け
ゆ
き
て
眠
ら
れ
ず

　
　
　

バ
ザ
ー
で
買
い
き
し
「
み
だ
れ
髪
」
読
む

夕
映
え
を
背せ

な

に
欅
の
裸ら

ぼ
く木
群

　
　
　

黒
き
レ
ー
ス
の
梢う

れ

を
競
ふ
や

幼
児
有
り
車
通
ら
ぬ
赤
信
号

　
　
　

マ
マ
の
一
声
我
も
動
け
ず

立
春
の
空
は
や
さ
し
く
見
上
げ
れ
ば

　
　
　

桜
の
つ
ぼ
み
も
ず
が
つ
い
ば
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ
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エコッちゃお

み んみ ん な のな の ひ ろ ばひ ろ ば

     こんにちは、父の
    ゆたかです。
　今日はナッシー号に
乗って家族で花見に来て
います。皆さんも一緒に
　いかがですか。

れ け 
そ い 

ナッシー号 

ノ ン ス テ ッ プ バ ス

7

堀
込　
　
　

渡
辺　

岩
夫 

大
松　
　
　

川
又　

勝
彦

神
々
廻　
　

田
中
八
代
い

池
の
上　
　

大
橋　
　

茂 

根　
　
　
　

押
田
み
よ
女

池
の
上　
　

並
木　

五
流

神
々
廻　
　

杉
山　

隆
秀

桜
台　
　
　

土
山　

勝
實

神
々
廻　
　

斎
藤
と
み
子

堀
込　
　
　

宮
本　

文
子

堀
込　
　
　

高
光　

定
治

大
山
口　
　

寺
内
ひ
ろ
し

大
松　
　
　

寺
尾　

春
雪

大
松　
　
　

織
本　

泰
子

七
次
台　
　

鶴
巻　

和
男

大
山
口　
　

上
坂　

千
昭

堀
込　
　
　

大
屋　

キ
ヌ

根　
　
　
　

乾　

た
か
子

冨
士　
　
　

柳
沢　
　

純 

桜
台　
　
　

米
井　

詩
織

桜
台　
　
　

木
下　

重
子

桜
台　
　
　

米
井　
　

茂

神
々
廻　
　

高
橋
勲
次
郎

冨
士　
　
　

望
月　

玲
子

池
の
上　
　

蝦
名　

幸
子

堀
込　
　
　

名
越
た
て
み

冨
士　
　
　

村
上
し
ず
子

根　
　
　
　

印
南　

満
子

池
の
上　
　

関
根　

千
浪

清
水
口　
　

柴
垣　

正
徳

七
次
台　
　

松
井　

寛
紅

ナッシナッシー号ー号とと桜桜

　市内で養豚農家を営む
渡邉さんが印旛郡内の養
豚農家が育てた豚の肉質
を競う大会「印旛郡市豚
枝肉共進会」で最も優れ
たものに贈られる「優等
賞（県知事賞）」に輝きま
した。
　この共進会は印旛郡市
畜産振興協議会の主催で
毎年行われ、審査は豚を
食肉処理し、骨がついた
まま半身にした状態（枝
肉）の背脂肪厚、外観、光沢、脂肪の色と質などを見て行われます。今
年は 32組・64 頭の豚が出品されました。
　受賞した渡邉さんは「皆さんにおいしくて安全な豚肉を食べてもらい
たいと愛情を込めて育てています。これを励みにさらにおいしい豚を育
てていきたいです」と喜びを語っていました。

おおいしいいしい豚豚をを育て育てていますています

キャップ回収ボックス

■問

ナッシー号で行く市内の主な桜の名所
桜の名所 系統 バス停

市役所・
文化センター 全系統 白井市役所

今井の桜 4系統 今井地区自由乗降区間
西白井停車場線 1系統 七次台中学校ほか
白井運動公園 2系統 白井運動公園
堀込 1～ 3系統 白井駅
白井第二小学校 1・4系統 第二小学校
桜台 2系統 桜台一本桜公園

受賞した渡邉さん親子

　乾元二年六月日（1303年6月吉日）と刻まれた、厚さ1.7㌢㍍か
ら2.2㌢㍍、長さ66.5㌢㍍、幅22.5㌢㍍の板

い た び

碑が平塚の山本清さ
ん宅で見つかりました。
　自宅敷地内の氏神を祭る祠

ほこら

を修復する際、そこに安置していた
板碑を洗い乾かしていたところ、誤って一部を破損させてしまい、
地元の神主に相談したことで板碑が700年以上前の鎌倉時代後期
のものだと判明。市内では最古の板碑である可能性が高いことが
分かりました。板碑とは板

いたいしとうば

石塔婆とも呼ばれ、鎌倉時代から安土
桃山時代にかけて作られた供養塔のことです。
　山本さんは「ただただ驚いています。詳しいいわれなどは知ら
ずに祠で祭ってきましたが、家が先祖代々何百年と続いているこ
とを知り、誇らしく思います。これからも家宝として大切に残し
ていきます」と話していました。

770000年年前の前の板碑板碑発見発見

見つかった板碑（左）の中央には「乾元二年
六月日」の文字（右）


